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ダンテ『神曲』にみる師弟関係

-r煉獄篇」における弟子の自己成型の過程ー

Scenario ofMaster-clisciple relation in Dante's The Di凶1eCommedy:
Pr，∞ess of the Self-fashioning in 'Purgatorio' 
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自由を探して彼は行きます、生命を拒む者が知るであろう

貴重な自由を。

(i煉獄篇」第1歌71・72行) 1 

ダンテは自由な意志を求めて旅路をゆく。彼は師を道連れ

とし、自主としての自己を目指して舟を漕ぐ。それは師の凌

駕により終幕する自己成型の過程である。

はじめに
「自己成型Jとしサ表現は、 S.グリーンプラットのいう

'Sel壬Fashio凶ng'から借用した2。グリーンブラットは、

16世紀になると fashionとしづ言葉が「自己の形成を示すー

っの方法としてJ3汎用されるようになると主張する。そし

て、形成が、「文字通り、一人の人物に対して物理的な形を

課すことJ4と解せることを踏まえ、「成型するというのは、

特有の人格、世界に対する固有な対峠のしかた、把握と行動

のある一貫した様式、といったより触知しがたし、かたちの達

成を示しうるJ5と定義する。簡潔に述べるなら自己成型と

は、「個々の個人を作り出すJ6こと、すなわち他者や世界と

どういった関係を築くのかという自己のアイデンティティ

形成7と言い換えられる。グリーンブラットはイングランド

のルネサンス期に焦点をあてているが、 16世期に浸透したル

ルネサンス文化は 14世紀のイタリア・ルネサンスに起源を

もっ。堀竜ーが、ダ‘ンテを中世とルネサンス期の橋渡し的存

在、あるいはルネサンス期を準備する存在として捉えている

ように8、自己成型は、イタリア・ルネサンスの鳴矢、ダン

テと無縁ではない。

本研究の目的は、ダンテ・アリギェーリ (DanteAlighieri、

1265・1321)が 14世紀初頭に執筆したと推定される『神曲』、

とりわけ「煉獄篇Jを中心に、ダンテの浄化行為及び師ウェ

ルギリウスと弟子ダンテとの師弟関係を分析することで、ダ

ンテの自己成型の過程と『神曲』が示唆する師弟関係の本質

を解明することである。 G.スタイナーが、「この遍歴では、

師の教えと弟子の学びが基本的な要素となるJ9と語るよう

に、師ウェルギリウスと弟子ダンテとの師弟関係を『神曲』

は描いている。彼は、「ダンテはこともあろうに『アエネー

イス』の作者を、自らの遍歴の導き手、範を仰ぐべき父親と

して設定したのだ。この自ら設定した師弟関係が、『神曲』

という壮大な遍歴謂の基軸を構成するJ10とも述べているが、

言及するなら紡がれた師弟関係の結びと解れがこの遍歴を

劇的に演出しているということができる。

『神曲』は 1万4233行の詩行からなるイタリア語による

詩作品であり、「地獄篇InfernoJ(1304・1308年頃執筆)、「煉

獄篇PurgatorioJ(1308・1312年頃執筆)、「天国篇Paradi回 j

(1316・1321年頃執筆)の三篇から成る宗教的大叙事詩であ

る11。「地獄篇」は序歌+33歌、残りはそれぞれ33歌の計

100歌で構成された均整のとれた作品である。『神曲』は本来、

喜劇を意味する“Commec金正'と名づけられていたが、『神々

しい」とし、う形容詞のついた“LaDivinaαIJIlmedia"が人
口に槍突している。ダンテが、喜劇と名付けたのは当時の公

用語であったラテン語ではなくトスカーナ風のイタリア語

で書いたということと、何より、最初は絶望や疲弊から始ま

るも、最後は至高天とし、う最高の善や愛の喜びに到達する至

福の結末を迎えるという理由からである。

「人生の道の半ばで/正道を踏みはずした私が/目をさ

ました時には暗い森の中にいた。J[地・ 1・1・3)で始まるこ

の物語の主人公はダンテ自身である。「人生の道の半ばJは

ダンテが35歳であることを示しており、「森Jは「ダンテの

罪深い生活の寓意J1 2として解釈されている。粟津則雄は「中

世においては霊魂の眠りは罪のしるしJ1 3と述べており、ダ

ンテ自身が当時の堕落し迷妄した自身を振り返り、人生を変

えるべく三界を巡る旅を設定したと考えられている。

ダンテは1300年の4月8日の夜から 15日の正午にかけて

三界を旅するが、とりわけ地獄、煉獄でおこる無数の出来事

や人物との出会いにより、救済と見神の至福に与るために人

間にとって必要なすべてを学びとってし、く。ダンテは、古代

ローマのラテン詩人ウェルギリウス(紀元前70・前19)を師

として煉獄山山頂に位置する地上楽固まで遍歴するが、天国

円
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「教育科学論集J第15号 2012年3月

ではダンテの久遠の女性ベアトリーチェに添って遍歴をす

る。死者との避遁や対話、彼岸の光景や人物への感応、師弟

の関係が、ダンテの成長を促し、自己成型へと至らしめるの

である。

第一節 『煉獄篇』における浄化行為ーダンテの

自己成型を促す仕掛け

1. r煉獄篇』の位置付け
煉獄がどういったものであるかは、フランス・アナール派

の総帥J・ル・ゴッフが、その大著『煉獄の誕生~ 14にて明

らかにしているように、天国と地獄の中間領域(天国に向か

う点で天国の方に傾斜しているが)として、 12世紀に浸透を

始めたキリスト教カトリックの死後世界の概念の一つであ

る15。当時は、領主と農民大衆という二項体系が社会構造の

基底で、あったが、封建制の確立により、「祈祷者一戦士労

働者Jとし、う三項体系の社会が成立する 16。橋内幸子が解説

するように、世俗での三元論への認識の移行が、死後世界に

も影響し 17、煉獄の思想をより確実なものとする。そして、

それまで、あった煉獄の諸要素一悔俊や善行によって救済に

値するという神による判断が下された魂がゆける可能性が

あること、火による浄化が試されること、生者と死者の間で

「とりなしの祈り」が作用することーが揃っていくのである

18 
0 

このような煉獄思想を具体的且つ統一的に櫨め上げたの

がダンテの「煉獄篇」である。「煉獄篇」に関して、野上素

ーは「地獄界と浄罪界をはっきり二つの世界に区別したのは、

ダンテが最初で、これは「神曲Jのもつ著しい特色である」

19と評している。また、ル・ゴ、ツフは「処々に散在していた

煉獄の諸テーマの大部分を、ダンテが一つの稀有の作品を通

じて、一つのシンフォニーにまとめ上げ」、 I~煉獄篇』は、

煉獄の緩慢な形成過程の、一つの崇高な到達点J20だと高く

評価を下している。

そのようなダンテの「煉獄篇」を、中山昌樹は「ダンテの

機悔録J2 1と述べており、ダンテ自身の反省と悔俊を表わし

た白己探求や自己成型の過程を描いていると捉えられる。ダ

ンテにとってこの「煉獄篇Jこそ、自らを浄め、再出発でき

るための創意工夫に満ちた自己成型の仕掛けと言える。

ダンテは煉獄を山 (monte)として描く。『神曲』中では、

「理性が私たちを探る山J[煉・ 3・2)、「登ると悪から解き

放たれる山J[煉・ 13・2)、「世の歪みに投じられし君らを正

す/山J[煉・23・125・126)として表現されている。ル・ゴ

ッフは、「ダンテは、何世紀も前からの死後世界想像が提供

していたあらゆる地理学的形象の中から、煉獄の真の倫理を

表わす唯一のもの、つまり人が昇り行く場所、山を選んだ」、

「この山は浄罪の山であり、浄めこそ、この山でなされる本

質的な行為J22だと論じている。そして、「山上での浄化は

三通りの方法で行われる。第一に、悪い情熱を殺して徳に向

かわせる肉体的罰。第二に、浄化すべき罰と、その正反対の

徳とについての膜想可…(中略)…最後に、浄化は祈りによ

って実現される。祈りが魂を浄め、神の恩寵の内で魂を強化

し、魂の希望を表明するJ23と解説している。山は極めて険

しく、肉体的にも苦痛を強いられる。しかし、上昇するにつ

れ苦痛は軽減されてし、く。そして、死者は、範例を以って隈

想、や悔俊を行い、祈りによって浄化を遂げて行くのである。

今道友信は、「煉獄の道のりは、 一自分の魂を浄めながら難

路を介して自己を高めて行く冒険J24だと解釈している。展

望可能な旅路は、自己の向上に繋がるというのである。山で

の浄化の行為が、自己成型であることがここでも強調されて

いる。

登馨による浄化行為は、天国へ到れるとし寸確実な報酬の

もとで行われる 25。それは主として、天国をイメージする「星」

の導き、上昇するにつれ苦痛が軽減するとしづ感覚、魂が浄

化の意志を感じると山が鳴動するとし、う仕掛けで表象され

ている。特に鳴動による浄化の具現は、報酬の最大の表象と

して捉えられる。煉獄の亡者たちは誰かの浄化を共に歓喜す

るのである。そして、煉獄山は浄化される者の意志に非常に

深く共鳴する。この鳴動や入山の為の門(サン・ピエトロの

門(第 9歌))に示されるように、煉獄での悔俊や祈りは浄

化を導くが、それは意志により遂行される。自由意志を重ん

じたダンテもまた、自らの自由意志により煉獄を遍歴するこ

とで、自らを高めるのである。

2.語義からみる「浄化」の本質
ダンテは煉獄遍歴を行うことで、自らを浄め、天国に向か

うにふさわしい身となるよう自己成型を遂げるが、それは、

浄化行為が自己成型を促す仕掛けた、ということを示唆して

いる。そのため、「浄化Jが何であるかというその本質を見

極める必要があり、ここではその方法として『神曲~ 1煉獄

篇Jでの、「浄化」を示す語棄を抽出し、出現回数及び語義

を紹介し、分析した。

浄化は主として 11.(不純なものを)除去する、浄化する、

清める、 2.…に下剤を与える、 3.清める;(罪を)あがな

うJ26としづ意味を持つ他動詞‘purgare' 出現回数9回)

27で示される。浄化は、汚れを洗い落とし取り除く行為

(‘lavare' (第 1歌、 8歌、 11歌)、‘stinge陀， (第 1歌)、

‘spogliarぜ(第2歌)、‘dismale'(第四歌)、冶solvere'

(第 13歌)、‘出nondare'(第13歌)、‘levare'(第 16歌)、

‘spazzare' 第23歌)、‘togliere'(第28歌))、また自ら

を洗練し研ぎ澄ます行為(‘ra血n町e'(第8歌)、‘rifare'(第

23歌)、‘a血nare'(第26歌)、‘aguzz町 e'(第31歌))の

二つの側面を持っている。

ここで注目したいのは「飼い慣らす、抑制するJ、すなわ

ち自制する意の‘domare'(第13歌)と、自身を「答める」

意の‘rimproverare' 第26歌)が浄化と密接に連関してい

る点である。ダンテは煉獄の亡者に‘((cheper salir ti dome))， 

口。
唱
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ダンテ『神曲』にみる師弟関係

「昇る為に自ら抑制している魂よj と呼びかけている〔煉・

13・103J。‘d'Omare'の意味は il. (動物を)飼い慣らす;

調教する、しつける、 2.(人を)従順にさせる;服従させる、

従わせる;屈服する、 3.鎮める、鎮圧する、 4. (感情を)

抑える、抑制するJ28であり、ここでは、1.と 3.及び4.

の「飼い慣らす、鎮める、抑える」という意味合いを複合的

に考慮し、「抑制している」と訳出している。煉獄の亡者は

自らを浄める行為を行っているが、それは「自らを抑制Jす

る行為でもあることが示されている。自制することこそ、浄

化を介して自己を成型する手段なのである。

同様のニュアンスで‘rimproverare'という単語も出現す

る。これは、 i1.叱る、小言を言う;とがめる、 2.((稀))恩

を着せる、恩着せがましく言う、 3.((古))はねつけるJ29と

いう意味である。亡者たちは‘rimproverand'Oa s色， i自身を

とがめているJのである〔煉・ 26・80J。浄化が‘d'Omare'

と‘rimpr'Overare'の意味を持つなら、それは自己内省をし

ていることに他ならない。そしてそれこそ自己成型の鍵とな

る行為なのである。そうして、浄められた魂は、混じりけの

ないきれいで清潔なもの(‘mond'O'(第 11歌、 16歌、21歌)、

‘b狙'0'(第2歌、 16歌)、‘puro'(第 15歌、 33歌)、‘sanω'

(第6歌)、‘chi目 0' 第 13歌)、 'inn'Ocente' (第28歌))

となり、軽やかに(古前e'(第 11歌))天に向かうのである。

3. r煉獄篇」における自己成型を促す仕掛け一
死者との遁遁とベアトリーチェによる浄化の完

了

本節では「煉獄篇」におけるダンテの自己成型がなされる

過程について分析する。ダンテの自己成型が達成される手段

は二つあり、一つは煉獄を遍歴することで浄化を遂げるとし、

うこと、すなわち浄化の行為、浄化の過程そのものが自己成

型を促すということ、もう一つは師ウェルギリウスとの師弟

関係が影響するということである。ここでは、-前者について

論考する。

例えば、R.WB.ノレイスはこの煉獄の旅に関して、煉獄の登
山で見られるドラマはダンテが想像力によって自己を探求

する過程であるとともに、大事な部分において自己裡造であ

ると語っている 30。「煉獄篇」が織りなすドラマこそダンテ

の自己探求の過程、自己担造た、とルイスは言うのである。し

かし、悔4陵や祈りを以って浄める行為は、先にもみたように

自己内省に他ならず、担造とは言いがたい。それは飽くまで、

自己の向上であり、特有の人格の達成であるため、本論文で

は、自己担造を「自己成型」として捉え、考察をすすめてい

くことにする。

自己成型を促す手段の一つは死者との避遁である。例えば、

剣持武彦が、『神曲』に関して ii人聞はなぜかくの如きもの

であるか」という神への問し、かけを軸としながら、ダンテは

生きの身を以て、霊界の人々の一人一人と対話を重ねてゆく

ドラマでもある。…時には憤怒して我を忘れ、時には同情と

悲しみのあまり卒倒する生きの身のダンテJ3 1と称するよう

に、ダンテは生きたまま彼岸を遍歴し、その浄化は亡者との

遜遁と対話を通して成し遂げられるといえる。また、黒田正

利は、煉獄を「全く人間の世界をよく象徴している」と評し、

煉獄の死者たちについて、 ilnfern'Oのそれらとは甚だ異なり、

完全に人間性をもちこれを発展せしめようとする。…彼らの

霊性の本質は向上の一途につきる。現在の自我に対してより

高き自我への超克である。克ち得られたる自我は直ちに低い

段階の自我となってそれは更に彼を高い段階へ反援し押し

上げようとする。反省と働悔、努力と精神とが彼らの思惟と

行動とを支配するJ32と主張している。このような自我を超

克する亡者に感応し、ダンテもまた洗練された自己を成型し

ていくのである。実際、亡者は「とりなしの祈り」を求めて、

積極的にダ、ンテに身の上を語っているが、ダンテはそれを聴

き、対話し、彼らの姿に感応し思考する。例えば、亡者は涙

と祈りを以て自身を見つめ(第 16歌、第20歌等)、ダンテ

は亡者の姿に同情し苦痛の涙を流したり(第13歌)、彼らの

為に祈る意志を伝えたりしている(第5歌、第 15歌等)。双

方が薫染していく構図が随所で描かれているのである。ダン

テは、罪深き肉体及び救われる肉体である‘carne'を纏っ

て33、第 9歌のヒ。エトロの門で天使に刻まれた 7つの P

(peccato)を消すように心身ともに鍛練をしてし、く。

浄化の完了は地上楽園にて行われる。それは、地上楽園を

流れる二つの)1トー罪の記憶を忘却するレテの川と善の記

憶を呼び起こすエウノエの)1トーの力とベアトリーチェと

の遜遁及び対話で、以って完了する(第 30・33歌)。後述する

が、地上楽園に於いては、ダンテはウェルギリウスとともに、

すでに理性を完成させ、完全なる自由意志を持った存在とな

っている 34。しかし、「煉獄篇」の終盤、ベアトリーチェは

ダンテを彼の罪に於いて厳しく叱責し糾明することで、ダン

テの最後の浄化を促すのである。第 30歌において、師との

別れに悲嘆するダンテに向かいべアトリーチェは「他の剣の

為にあなたは泣かねばならない」と口を切る。対するダンテ

は、傍らの泉に目を落すがそこに映る自身の姿は「差恥の様

が悩まし気に顔に浮かんでしリる。彼女は、「向こうで泣い

ている者に私の言葉を悟らせ、/彼の罪と悔俊を等しき計量

で以って感じさせること」だとその意図を明示する。続く第

31歌では、ダンテは「泣きながら云った、「あなたの顔が隠

れるとすぐ、/存在る(ある)事物が虚偽の快楽を以って、

/私の足を向けかえましたJ/すると彼女が云った、「機悔

したことは/仮に沈黙しょうが、拒否しょうが、あなたの罪

はやはり気付かれましょう。/あの裁きの方は知っているの

です!J Jと対話する。挙句、ベアトリーチェはダンテを「髭

(barba)Jと呼び、彼は「心の臓に自覚(後悔)が噛み付くと忽

ちのうちに/卒倒してしま」う。これらのやり取りは告解と

悔俊の行為であり 35，)1/とともにダンテの自己を成型するの

に重要な役割を担う行為なのである。山崎有介が、「煉獄は、

…地獄以上に精神的苦悩を経験する場J36であると所見を述
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べるように、この精神的苦悩(告解と悔俊の行為)は完全な

浄化には不可欠なのだ。ダ、ンテが罪の徴の肉体を纏って浄化

に臨んだこととダンテ自身が陥った罪との関係は興味深い

主題である 370

第二節 「煉獄篇Jに於ける師弟関係ー弟子によ

る師の凌駕と自己成型の過程

1 .ダンテの実の師ブルネット・ラティーノを語

る
ダンテには実の師が居た。しかし、ダ、ンテはその師ブ、ルネ

ット・ラティーノ (BrunetoLatino)を、男色の罪を犯した

者として地獄に位置付けているが(f地獄篇」第15歌、第七

の圏谷第三円)38、それは敬愛する師を弟子が永遠に救われ

ない場所に位置付けたとしヴ事実を、すなわち師を凌駕しよ

うとする弟子の心中を表出していると捉えることができる。

ダンテは「ブルネット先生、ここにおいででしたか?J

〔地・ 15・30)と出会い頭に発するが、黒田は「なつかしく

叫んだダンテとのこの避遁は繰りに不可思議だ、悲痛だ、む

しろ皮肉でもあるJ39と解説している。そのようなダンテで

はあるが、物語中ではブ、ルネットに対し、すこぶる丁重な態

度で接し、その尊敬の念を披露する。後半では、「先生が現

世でおりにふれて/人はし、かにして不朽の名声を得るかを

/教えてくださった時の慈父のような優しい面影が、/脳裡

に刻まれていて、今、私は感動を禁じえません。/私がいか

ほど先生に恩を感じているか、/私は生きている限り、世に

語り示すつもりですJ[地・ 15・82・87)と謝辞を述べる。し

かし、平川祐弘が「師を大事に立ててはいるが、師弟関係の

情実に引きずられてはいない。ダンテには従うべきより上位

の普遍性をもっ価値観があるからであるJ40と解釈している

ように、ダンテはたとえ尊敬する師であろうとも、自身の確

固たる価値観に忠実に従い厳しく批判しているのである。そ

の証拠にかつての師は、火の雨の中、身を焦がしながら罰せ

られているのである。それは師のようにはならないという明

確な意志の表れであり、凌駕を望む弟子の強かな心中を表明

している。これは弟子の背離に他ならないのである。

そして、ダンテはブルネットに、「君は君の星に従って進

むなら、/現世で見たてた私の眼に狂いがなければ、/まち

がいなく栄光の港へ着けるはずだ。/私があれほど早死しな

かったなら、/天が君にかくも幸いしているのを見た以上、

/私は必ずや君の仕事を励ましたにちがいなしリ〔地・ 15・

55・60)と言わせている。これは、純粋に師から弟子への激

励の言葉としても読み取ることができるが、この作品の著者

がダンテ自身であることを考慮するなら、ダンテによる自己

賛美としてもみることができる。もしくは、師に認められた

い(もしくは認められた)という証としても捉えられる個所

である。

このようにダンテは師との彼岸での濯遁に際し様々な葛
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藤を見せている。師への5齢、憧僚や尊敬を示したいという思

いと、自らの f普遍性をもっ価値観J41や「信仰の立場J42 

を貫徹し、師を地獄に堕とした事実がその葛藤を物語る。し

かしそれは、飽くまで師の凌駕を暗示しており、この「地獄

篇J第 15歌は、皮肉と賛美とが入り混じった、旧師への手

向けの詩句と捉えることが出来るのである。

2. r煉獄篇』におけるウェルギリウスとダンテ
を指す語量

ここでは、「浄化」の本質を分析した時と同様、師弟関係

を分析するにあたり『神曲~ r煉獄篇」におけるウェルギリ
ウスと弟子ダンテを指す語棄を抽出し、その出現回数及び意

味を紹介する。

ウェルギリウスは、「先生、師」の意の‘ma色stro' (26回

もしくはお回)、「先導」の意の‘duca' (23回)、固有名調

‘羽rgilio'(19回もしくは20回)43、「父Jの意の‘paむe'

(12回、そのうち6回はダンテが直接呼びかける)、「詩人」

の意の‘poさぬ， (10回)などと主として呼ばれている。しか

し、 ma白troという単語は、物語の中盤以降、上記の語棄に

比べ明らかにその出現回数は減っている。中心歌の第 17歌

以降においては、第 18歌、第 19歌(註43を考慮するなら

該当外)、第20歌、第21歌、第27歌のたった5か所 (4か

所)のみとなっている。それはウェルギリウスの師としての

権威が脆弱なものとなっており、師としての価値が希薄にな

った存在として描かれていることを意味しており、弟子によ

る師の凌駕を明示する。ただし、火による浄化の前歌である

第 26歌においてさえ、 ma白troと呼称されるのは、最後ま

で師としての持持を保持させられている証でもあるのだ。

さて、上記の他に、複数回登場するものとして、‘signore'

「主人、主J(5回)、‘dotto肥， r学者、師J(4回)、‘ombra'
「影J(4回)、‘colui'r…するところの人J(3回)、‘costui'
「この人J(3回)、‘compagna'r案内人J(2回)、同じく‘guida'
「案内人J(2回)、‘saggio' 賢人、智者J(2回)、‘sco此a'

f付添しリ (2回)、‘a凶ma'r魂J(2回)が挙げられる。
以下は1回ずつ出現するものである。‘compagIUa'r{1中間」、

‘condotto(conduttore) ， r案内となる者J、‘speranza' 希
望J、'lume'r光」、同じく‘luce'r光J、‘spalla'は‘宣date'
「信頼のおける」とし、う形容詞を伴って「肩」、‘confo此;0' 慰

め、心の支えJ、‘pedagogo'が形容詞dolceを伴って「子供

を教育する人、;先生J、‘savio'「賢人」、‘quei'rかの人、
彼」、‘vanita'r空虚」、‘questi'rこの人」、‘spirito'r霊、
霊魂」、‘cantore'r詩人」、‘maniscalco'r重臣、要人、師J
の意でそれぞれ見出される。

ここで言及したいのは、pedagogoの語集である。「煉獄篇」

第 12歌3行目に出現するこの語棄は、イタリア語にあって

もごく初期の用例と推測され、ましてダンテが pedagogoを

「教育する者」の意として用いたということは注目に値する

44 
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整理すると、ウェルギリウスは「先導」であり、「師及び

先生」であり、「父」であり、「詩人」である「ウェルギリウ

ス」だが、同時に「希望」や「慰め」を与える「仲間」であ

り「優しい教育者」でもある。しかし、彼は「虚ろJな「影J

の存在として描かれるのである。

続いてダンテについて紹介する。最多はウェノレギリウスで

はなく煉獄の亡者及びマテノレダ夫人やベアトリーチェによ

って呼ばれる「兄弟Jの意の‘企ate'(12回)である。次い

で「息子」の意の‘宣gIio' (9回、そのうち 7回がウェルギ

リウスの呼び掛け)である。他には、‘questi' Iこの人J(5 

回)、‘costui'IこいつJ(3回)、 'Tosco'Iトスカーナの人」

(2回)、‘val，るnte'I勇敢なJ(1回)、‘cod，白ω(cotest:i)'Iそ

れJ(1回)、‘colui'I…するところの人J(1回)、‘主国ma'

「魂J(1回)が挙げられる。

注目すべきは、『神曲』全篇を通して、唯一度だけベアト

リーチェの口を介し出現する第30歌55行目の‘Dante'の

固有名詞である。ここで初めて、主人公がダンテその人自身

として具現する。ここには、ウェルギリウスを喪失した悲嘆

の情を誇張するために、また最終浄化を施す告解と悔俊の対

象者を明確化するために、ダンテ自身が‘Dante'の誇を以

って、自身或いは読者に対し表象したダンテの意図が読み取

れる。このようにダンテは文章中では名を明かさず、主とし

て指示代名詞が用いられ、煉獄の亡者たちからは「兄弟」と

呼称される。ウェルギリウスにとっては、 I(優しい)息子」

なのである。

3. r地獄篇」にみる師弟の姿-自己成型の萌芽
「煉獄篇」における師弟関係を語るにあたり、「地獄篇」

での二人の姿について言及する必要がある。「地獄篇」にお

ける師弟関係は、師が弟子を毅然と導くというスタンスで描

かれる。端的に述べるなら 45、ウェルギリウスは地獄では自

信に満ちダンテを激励するが、ダンテは、恐れおののくばか

りである。しかし、煉獄でのウェルギリウスはそのような「師」

としての自信が徐々に薄れゆく存在になっていくのに対し、

ダンテは徐々に彼を凌駕する存在へと成長するよう描かれ

ている。

先述したように、ウェルギリウスは、超克すべき詩人ウェ

ルギリウス、その領域における師ウェルギリウス、案内者と

しての先達ウェルギリウス、心の主という父ウェルギリウス

の人格を持つ存在として設定されている。しかし彼は、地獄

(リンボ)の住人として位置付けられ、理性の象徴として描

かれており、つまりは恐性の及ぶ範囲一地獄及び煉獄ーは自

らの知識と理性を以って先導できるが46、その負わされた宿

命のため天国は導けない(入れなし、)存在として描かれる。

それは彼に負わされた自覚ある制限であり、深い憂愁として

捉えられる 47。また、ベアトリーチェの依頼によりダンテの

案内をする使命を拝命したという設定も含め、これらは師弟

関係を語る上で留意する必要がある謀である。

先程、ウェルギリウスは自信に満ちダンテを先導すると述

べたが、師性ははやくも「地獄篇J第9歌で崩嬢し始めてお

り48、ダンテに揺らぎや「欠陥J49を直観させる。ダンテは

絶対的な存在として師を描かず、師といえども動揺し、暇蓮

のある存在であることを象徴する。

しかし、ウェルギリウスは、その知性と理性、父性もしく

は母性を以ってダンテを支え、励ましてし、く。例えば、第17

歌におけるゲリュオン下降物語は、矢内原J~;IR佐が「先生と弟

子の関係をじっに美しく書いているJ50と評するように、師

から弟子への情愛が見てとれる。 11先生、腕で抱いてくださ

し、」といおうとしたが/芦が思うように出なかった。/だが

別の機会にも別の難儀から/私を助けてくれた先生は、私が

乗るやいなや/私の両脇を抱きかかえJ[地・17・92・96)る。

弟子が望むことをするのが師の務めではないが、怯儒や不安

に陥った際は師の配慮、は実に温情泌み渡る弟子への愛の具

現である。

そのような中、師は時として親の姿で、弟子は子の姿で描

かれる。平川が指摘するように、父と息子の関係以上に、母

親と子(ひいては幼児)の関係に及んで、いる場面がある 510 

例えば平川は「地獄篇J最後の第 34歌でのダンテがウェル

ギリウスにしがみつくとしづ描写について、「言ってみれば

おんぶしてもらったのであった。肉体的にも精神的にもおん

ぶしてもらった、というのがダンテの地獄めぐりの特色J52 

だと主張している。つまり、地獄におけるダンテは、ことご

とく「幼い子どもJであり、それは甘えを伴う幼児のごとく、

未熟な存在として描かれており、故に毅然とした師や父の導

きが必要なのである。

以上のように、「地獄篇」におけるウェルギリウスとダン

テの師弟関係について考察したが、ダンテは凌駕されること

を前提とした詩人ウェルギリウスを師として仰ぎ、案内者の

役割を担う父あるいは主として描く。しかし、彼が負う制約

は憂いとなって、師性に影を落とし、権威の失墜へと誘う。

それでも尚、弟子を毅然と導く師の姿は、師としての粋持で

あり、それは払拭できない弟子の幼児性・未熟さが保持する

親子にも似る関係性なのである。

4. r煉獄篇』にみる師弟の姿-師の凌駕と自己
成型

「煉獄篇」でのウェルギリウスはその存在を異にしている。

厳格な師性や風体は徐々に希薄になり、ダンテとの助け合い

や支え合い、煉獄の亡者の導きにより地上楽園を目指すので

ある。例えば、「天の徳なしに/この壁を越えようとしてい

るのではなしリ〔煉・3・98・99)とあるように、天の徳やベ

アトリーチェの加護によりこの煉獄を遍歴することをウェ

ルギリウスは亡者たちに説明して廻る。それは、ウェルギリ

ウスの語りと技術だけでは、煉獄を通行できないことを示唆

しており、ウェルギリウスの師としての限界の一つを明示し

ている。ウェルギリウスは道に精通しておらず、亡者たちに
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より良い道、より進みやすい道を訊く事で上へと進んでし、く。

先述した通り、「煉獄篇」の中盤以降は、‘maestro' とし

ての権威は減衰しているものの、それでも尚、ウェルギリウ

スは第21歌において「私の教育(miascola)の範囲で/この

先も示していくつもりだJ(煉・21・32・33Jとダンテを最後

まで導くことを明言する。師としての衿持と安堵を思わせる

詩句である。それは、地獄、煉獄と苦難をともに乗り越えた

証であり、時に叱時激励し、時に諭し、時に察し支えるとい

う関係が生んだ言葉である。

ウェルギリウスの最大の欠陥は「信仰がないこと」であり、

故に「地獄の住人であるJということである。理性の象徴と

して描かれるウェルギリウスは、理性の範囲を超える事象や

思想、は分からない。そのため、ウェルギリウス自身が答えら

れないことは、ベアトリーチェ、もしくは古代のラテン詩人

スタティウスに訊くようダンテを促している。それは師とし

ての務めの揺らぎや終駕、交代を暗示する。それでも、例え

ば、「私の慰めとなる方が一人いるだけでJ(煉・9・43Jか

ら分かるように、ウェルギリウスはダンテの心の拠り所とし

て常に存在し続ける。ダンテはことあるごとに、「一人にな

る不安Jを覚えるが、ウェノレギリウスはそのようなダンテの

心情を察し、彼の不安や焦燥に安心を粛すよう温かく声をか

けるのである。

「煉獄篇」の終盤になる第 20歌において、ダンテは煉獄

山の鳴動に酷く動揺する。しかし、ウェルギリウスは「恐れ

ることはない、私がお前を導く聞はJ(煉・20・135Jとダン

テに頼もしい言葉をかけるのである。幾度となく崩れかけた

(もしくは崩れた)師性ではあるが、依然としてウェルギリ

ウスは師たる衿持を捨てはしない。欠陥があろうが揺らごう

が、師は師であり、弟子の前では師である見栄を張る。「師

ma白troJの権威が剥奪されかけてはいるものの、この場で

ウェルギリウスがこのように発したのは、師であらねばなら

ないという弟子により着せられた虚栄であり、それはすでに

先導としてのウェルギリウスが発したものなのだ。ただし、

ダンテに安心感を与えるというこの一点は紛れもない事実

であることも確かである。弟子により、欠陥をすでに見抜か

れた師ではあるが、弟子への見栄により鋒える師の姿として

捉えられる。

また、ダンテはスタティウスの口、その存在を介しウェル

ギリウスに対して精一杯の謝辞を送っており(第22歌)、ま

た自らウェルギリウスを賞讃したりもする(第23歌)。しか

しそれはウエノレギリウスへの敬意と謝意であると同時に彼

との離別のメタファーとして機能している。

「煉獄篇」第 27歌は第七の環道で、火による浄化が試さ

れる。ウェルギリウスはベアトリーチェの名を以ってダ、ンテ

を励ますが、それは自分の力と言葉だけでは弟子を動かせな

いことの表明でもある。そうして、師は弟子に最後の言葉を

放っ。「これ以上は私の言葉も合図も期待してくれるな、/

自由で、実直で、健全なるはお前の意志だ、/その思慮によ

り成さぬは過ちとなろう、/それゆえに私はお前にお前自身

の上に、王冠と法冠を授けようJ[煉・27・139・142Jと、師

の務めの終わりと弟子の成長が、ウェルギリウスの口を以っ

て示されている。つまりダンテはウェルギリウスから自由の

証を、意志の完成の徴を授けられるが、それは自己成型を遂

げたことを表わす。

しかし、ウェルギリウスの口を介してはいるが、これはダ

ンテの言葉である。ダンテの自負によって自ら自己成型を遂

げたことを表明しているのである。師弟関係の側から見るな

ら、師の助けはもう要らない、一人でも進める意志を会得し

たと、師を凌駕した成長の証を授けられたことになる。これ

以降ウェルギリウスは完全に師としての役割、先導としての

務めを終え、ウェルギリウスはこの先一言も発さず、語るこ

とをしない。G.スタイナーは、「弟子に対する待望と信頼 (r栄

誉であり光」“onoree lume")が、果実となって実るかに見

えたその瞬間に、たちまち裏切りの影が指すという、師の父

性につきものの悲哀を『神曲』はまた知りつくしてもいた1

53と述べるが、第30歌においてベアトリーチェの顕現と共

にウェルギリウスは姿を消すのである。その離別の際、ダン

テは「ウェルギリウスは彼の喪失感だけを我々に残し(消え

ていた)、/最も優しき父上ウェルギリウス、/我が救いの

為身を委ねし方 ウェルギリウスは、もういなし、」と三度

彼の名を呼び、涙する〔煉・ 30・0・51J。竹友藻風は、「こ

の三行の中に三度ヴ、エルギリウスの名を繰返すことに依っ

て、ダンテの動転と悲嘆が切実に表現せられてゐるJと読み

解いている 54。ウェルギリウスはこの後、独り寂しく地獄の

辺獄(リンボ)まで、来し方を引き返すわけだが、詩人の手

をもってすれば、ウェルギリウスの救済は可能で、あった。実

際、スタティウスは夕、ンテとともに、最後の浄化の義を行い、

昇天できる林になるのである。『神曲』はまさに、師の側か

ら見れば喜劇成らざる悲劇lの物語である 55。それは弟子の成

長に歓喜する師に暗い影を落とす弟子の裏切りと寂琴の混

じった憂愁で、あり、師弟関係が辿り着く終着地を想見させる。

すなわち、師を凌駕することとは弟子の背離を含み、弟子の

成長とは師の切なる願いの果てに生まれる憂愁の境地なの

である。

小括

ダンテの自己成型は「煉獄篇」における浄化行為及び師ワ

ェルギリウスとの師弟関係によって遂行される。第一節では、

前者の浄化行為をダンテの自己成型を促す仕掛けとして捉

え分析、考察をした。ダンテは、黒田がいう「より高き自我

への超克」を目指す亡者に感応し、共に浄化をしてし、く。煉

獄は、山として描かれているがそれは肉体的にも精神的にも

苦悩し上昇する仕掛けを具現させる場として選ばれている。

ダンテの浄化は、‘dom町'e'及び‘rimprover，幻想'の語集か

ら分かるように、自制、すなわち自己内省に密接に連関し、

自己成型へ至る要として認識することができる。そして、地
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上楽園での川のカとベアトリーチェとの遜遁及び悔俊行為

により、ダンテは汚れなき心身を以てアイデンティティの生

成を示すのである。

第二節では、師ウェルギリウスとの師弟関係について考察

している。ウェルギリウスとの関係について言及する前に、

ダンテが実の師をも地獄に位置付けていることに注目した。

男色の罪を火の雨の中罰せられる師の姿が物語るように、そ

れはまさに、師を凌駕しようとする弟子の強かな心中を描き

出している。これこそ、ダンテの師弟関係の根幹にある思想

として捉えられる。その上で、ダンテが描くウェルギリウス

との師弟関係について再考する必要がある。ウェルギリウス

は、主として師・先生ma白tro、先導duca、父paむe、詩人

po色taで示され、ダンテはウェルギリウスに息子宣glioで呼

びかけられる。ウェルギリウスの師性は、「煉獄篇」の中盤

以降、 ma，白troとの呼称が明らかに減少していることから、

ダンテが彼の権威を意図的に失墜させていくことが読み取

れる。ウェルギリウスは信仰が無いためリンボの住人である

としづ宿命を背負わされたため、「地獄篇」を含め、幾度と

なく蹟き、弟子にその制約、限界、欠陥を見抜かれている。

それでも尚、ウェルギリウスは慰めの言葉を掛けるなど、師

としての衿持を捨てないのである。ウェルギリウスとの会話

や共体験により、ダンテは自由意志の完成へと近づく。そし

て、最後はウェルギリウスに「自由で、実直で、健全なる」

意志を認められた自己を成型するに至るのである。

ウェルギリウスの姿はダンテにより虚構された、理想的で

現実的な師の姿である。ウェルギリウスは、紛れもなく「道

先案内人 (duca)Jであり、「賜り、欠陥をもっ一人の人間」

として描かれるが、それは弟子により着せられた師という虚

栄の本来の姿である。四方田犬彦が「人間の知的世界への欲

求が恒常的に存在しているかぎり、師と弟子によって支えら

れる共同体は、けっして地上から消滅することはなし、J56と

所感を述べているように、教育 (educazione)が存在する世

界において師弟という関係性は存在し続ける。ダンテとウェ

ルギリウスが織りなす師弟関係やダンテの描く師の姿は、師

弟関係の一側面に過ぎない。しかし、師が弟子を持った瞬間

から師は凌駕するものとして存在するという師弟関係の結

びと解れの側面が、本質の一部としてあることは理解する必

要がある。このように師弟の本質について僅かにでも間い思

考することで、その本質に迫れたのなら幸いである。
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